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本領域は 令和３年度 戦略目標↓に基づく

【研究の対象】

複雑な輸送・移動現象

さまざまな「流れの現象」

予測・制御

＝
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本領域は 令和３年度 戦略目標↓に基づく

戦略目標 5

【なぜ今？】

1. 数値シミュレーションの発展
2. 実験計測の高度化
3. データ科学の進化

・・・ など
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本領域は 令和３年度 戦略目標↓に基づく
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【さきがけの目標】

流体科学の基盤づくり
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複雑な流動・輸送現象の
解明・予測・制御に向けた
新しい流体科学

【戦略目標】

を創成するための若手研究者によるネットワーク型研究

『複雑な輸送・移動現象の統合的理解と予測・制御の高度化』



２
領域の概要

運営方針
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募集要項より

年齢制限なし／ただし、 「若手の個人型研究」

【ネットワーク型研究】

採択者（10名程度／年）が個人型研究を推進
＋
ネットワーク型研究に参加
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『総括方針』より
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共通の言語／手法としての

流体力学

機械工学
熱工学

燃焼工学

航空・
宇宙工学

化学工学
化学

医工学
生体工学

プラズマ
工学

流体数理

流体物理

地球物理
気象学

宇宙物理

それぞれの分野での
卓越した若手研究者の交流

河合宗司 （東北大学）

河原吉伸 （大阪大学）

坂上貴之 （京都大学）

只熊憲治 （トヨタ自動車株式会社）

店橋護 （東京工業大学）

長田孝二 （京都大学）

服部裕司 （東北大学）

深潟康二 （慶應義塾大学）

松林伸幸 （大阪大学）

渡邉智彦 （名古屋大学）

新しい流体科学

領域アドバイザ

若手研究者（約10名×3）
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身のまわりは『複雑な流れ現象』にあふれている

流れるもの全てが、本領域の研究対象

いわゆる「流体」はもちろん

↓粉体の流れ
↑分子の「流れ」

↑燃焼（化学反応）を伴う流れ

↓プラズマの流れ
↓混相流／生体内流れ

（店橋護先生提供）

（渡邉智彦先生提供）

複雑流体／非ニュートン流体

（河合宗司先生提供）

（杉山和靖先生提供）

乱流↑源勇気氏（１期生）提供

小林一道氏（１期生）提供
仲田資季氏（１期生）提供

種々の流れ／それによる（運動量・物質・熱などの）輸送現象
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◆独自に世界最先端の研究を進めることに加え、本さきがけ領域内外
において共同研究の可能性を常に意識し、これまで解決が困難とされ
てきた諸問題に対して、若い力が様々な視点を獲得することを期待

◆参加する研究者が、各専門分野の殻に閉じこもらず、流体科学の新
しい視点を共有することを推奨

◆個々の研究を真の意味で結びつけ、新しい流体科学の構築のための
基盤を作る（領域終了後に土台が完成）

『新しい流体科学』の基盤
を構築するためのあらゆる方策



３ 募集・選考の方針
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熱工学

生体工学
医工学

地球物理
気象学

プラズマ
工学

宇宙物理

機械工学

化学工学
化学

土木工学
建築学

エネルギー
原子力

流体力学

燃焼・反応

乱流

熱・物質
輸送

波動
空力音

安定性
遷移

流体数理

希薄流
分子

複雑流体

マイクロ
流体

混相流

バイオ流体

予測・制御

流体力学の中核分野
はもちろん対象

周辺分野も対象

流体力学が関わるあらゆる分野が対象
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複雑な流動・輸送現象であれば、あらゆる「ながれの現象」を
研究対象とします。

◼乱流および乱流輸送現象
◼複雑流体（混相流／非ニュートン流体）の流動現象
◼様々な系における物質や熱の輸送現象
◼環境流体（地球流体／気象）の諸現象
◼生体内の流れ、生物流体の諸現象
◼電磁流体（プラズマ）中の輸送現象
◼移動現象／分子の流れ
など、・・・・

新しい流体科学の創成につながる課題

（例）
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◼実験・計測
◼数値シミュレーション
◼数学
◼解析理論
◼データ科学

研究手法は

ということは、「流れるもの」を対象とした研究であれば
手法も問わず、なんでも良い？

→ という訳ではありません

など、問いません。
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さきがけの特長 複雑流動領域の目的

をよく理解して応募してください。

もちろん、提案研究が優れていることは必要条件です。
その上で、領域の目的に合致していることを評価します。
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熱工学

生体工学
医工学

地球物理
気象学

プラズマ
工学

宇宙物理

機械工学

化学工学
化学

土木工学
建築学

エネルギー
原子力

流体力学

燃焼・反応

乱流

熱・物質
輸送

波動
空力音

安定性
遷移

流体数理

希薄流
分子

複雑流体

マイクロ
流体

混相流

バイオ流体

予測・制御

流体力学の中核分野
はもちろん対象

周辺分野も対象

→ どのように周辺分野
の知見を取り入れ
発展させるのか？

流体力学が関わるあらゆる分野が対象

→ いかにして、将来の
新しい流体科学の
中核をなすのか？
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◆他分野との融合を目指すことを積極的に評価
◆どのように他分野と融合を行っていくのか、そのビジョンを記載

➢ さきがけの研究期間内、もしくは終了後に、どのように他分野と融合を行っていくのか？
➢ さきがけ研究は個人で行うが、提案する構想を１人ですべてカバーする必要はない
➢ 共同研究について現時点では実施している必要はなく、具体的に研究者が確定されているかも問わず

私が研究者だったら・・

乱流（流体力学の中核のひとつ）

新しい流体科学

〇〇の分野で発展した新しい
計測手法
数値シミュレーション手法
数学・データ科学手法

〇〇の分野の「乱流」現象

「乱流の〇〇現象」は
〇〇の分野の知見
をいかせば解明できる

これまでにない乱流研究

選考では・・
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流体科学

理論（物理学、応用数学）

実
験
・
計
測
（
実
験
手
法
）

計
算
科
学
（
数
値
手
法
）

小林一道
分子流体力学

田坂裕司
実験流体

矢吹智英
伝熱工学

鈴木崇弘
伝熱工学

山本卓也
移動現象論

佐藤慎太郎
流体・放電工学

源勇気
乱流燃焼

堀江正信
機械学習

船本健一
生体工学

辻徹郎
分子流体力学

西口大貴
非平衡統計物理

岩田夏弥
プラズマ物理

植松祐輝
流体物理化学

佐藤健
複雑流体レオロジー

高橋和義
統計力学

金賢得
非平衡量子
動力学

鈴木龍汰
界面流体

栗山怜子
μ・n流体計測

松永大樹
生物流体

仲田資季
プラズマ物理

田川義之
混相流



４ まとめ
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熱工学

生体工学
医工学

地球物理
気象学

プラズマ
工学

宇宙物理

機械工学

化学工学
化学

土木工学
建築学

エネルギー
原子力

流体力学

燃焼・反応

乱流

熱・物質
輸送

波動
空力音

安定性
遷移

流体数理

希薄流
分子

複雑流体

マイクロ
流体

混相流

バイオ流体

予測・制御

新しい流体科学
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【総括からのメッセージ】

今年度が最終の募集となります。

中核分野・周辺分野

ともに積極的な応募に期待します。

＊

１期生・２期生とも力を合わせて
将来の新しい流体科学の基盤

をつくりましょう。

複雑な流動・輸送現象の解明・予測・制御に向けた新しい流体科学


